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毎年恒例の、夏休み課題図書の読書感想文ヨンクールは、今回で7回めになります。国語科と図書館委員会図
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名を紹介して、努力をたたえたいと思います。また、今回からこの優秀作に対 して図書券を賞品として贈ること
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老 人 と 海

1年B組 石 原 慎 一

感動 した。本当に感動 した。この作品で、人間の強

さ、勇気、自然の偉大さ、などを学ぶことができた。

この考人を通して、人間とはギついうものかが描か

れていると思う。その中で一番感じたことは、人間の

強さというものである。年老いた老人が、必死に巨大

なカジキマグロに負けまいと四日もの間を闘った姿は

感動するばかりである。四日間もの間、老人は孤独で

あり、武器もなかった。しかし老人はあさらめず、カ

ジキマ//口に勝つ方法を考え続けた。けがにもめげず、

がんばり続けた。だが老人も一人の人間としての弱さ

も持っていたと思う。何度も少年がいてくれたらなあ

と考えた事だ。やはり人間であるから弱い所もあるに

決まっている。だがその弱い部分、すなわち、苦しい

ことをさけようとしたり、甘えようとしたりする気持

ちに負けずに打ち勝つ事のできる人間こそ本当に強い

人間だといえるのだと思う。僕は老人の人間の本質的

強さに感動した。

老人を通して人間の強さを知ることができた。また

これと同時に自然の偉大さをも感じられた。老人は強

い人間だ。だが自然にはかなわなかった。カジキマグ
ロには勝つことができたにせよ、結局はサメに食べら

れてしまった。僕は本当にサメが憎たらしかった。い

い加減に老人を苦しめるのをやめろ、と言いたかった。

そして作者を残酷だと思った。だが作者が残酷なので

はなく、自然というものが残酷なのだと痛感した。そ

の時に、老人の海に対する考え方を思い出した。老人

は海を女性だと言う。本当にそうだろうか?、あなた

はこんなひどいめにあっても、海を女性にたとえ、ラ
・マルと呼べるのか?、 という疑問を老人に聞いてみ

たい。僕はとてもじゃないが、海を女性にたとえよう

とは思わない。海は恵みを与えてくれている。しかし

それは、人間が闘ってこそ、その恵みを受け取ること

ができるのだと思う。だから海を女性とたとえるより

も、男性とした方が僕は良いと思う。しかし、もし僕

が漁師になったとしたら、海を女性とたとえるだろう。

海が女性だろうが、男性だろうが、強いことには変わ

りはない。恵みを与えてくれるということも変わらな

い。それゆえに、自然の偉大さを感じずにはいられな

い。ただこれだけは、はっきりとしている。

老人の他に忘れてはならない人物がいる。それは少

年である。少年は本当にやさしい人間だ。老人が生き

ているのに張りがあるのも、少年がいるからなのだろ

う。少年の老人をいたわろうとする心と、老人の少年

に迷惑をかけまいとする心は、二人の会話から、ひし

ひしと感じることができる。二人とも、本当に美しい

心を持っている。この美しい心も、人間の強さと言え

ると思う。

この作品の最後の所も印象的である。ひとりの女は

大魚の背骨を見て、給仕に尋ねた。給仕は一所懸命に

説明するが、女はサメと感違いをする。この場面で人

間関係のむなしさというものを感じた。老人の偉大さ

は、第二者には、わからなかった。というより、わか

りっこなかったのだった。人間というのは他人の苦し

みや、悲 しみを、同じ立場にならねば、本当に知るこ

とができない。これが人間にとって一番悲しいことで

あり、弱点ではないだろうか。

この作品を読んで良かったと思う。授業では、教え

てくれそうもない、人間の強さ、自然の厳粛さを、学

ぶことができた。将来、大きな人生の山にぶつかるか

もしれないし、くじけそうになるかもしれない。しか

し、この老人を思い出せば、きっと立ち直ることがで

きるに違いないと、今は自信を持って言える。

われ ら動物みな兄弟

1年E組 高 森 邦 彦

この本を読んで僕の自然に対する考え方が少 し変わ

ったのです。

どう変わったのかと聞かれると自分でもどう答えた

らいいのかわからないが、今までは、自然とは、生物

とは、僕にとっては、ただの物質、ありな、れた物、あ

るのは当然の存在物のように思っていましたが、この

本を読んで自然 ・生物というものが僕たち人間と共に

この地球に住んでいる、人間にとっては欠かせなく大

切なもののように思えてきたのです。

また、僕の住んでいる所は、自然とはよくなじめる

所だったし、自然の事も少 しは理解しているつもりだ

ったのが、この本を読んでいて、少し自信がなくなっ

てきました。

例えば、この本にチョウのサナギについての記録が

ありました。それは、幼虫がサナギになった時のサナ

ギの保護色のことです。この本を読むまでの僕のサナ

ギの色の考え方は、ただ緑の葉なら緑、茶色い枯枝な

ら茶色と、光によって決まるのだとばかり思っていま

した。しかし、この本によると、ある動物学者が光に

よる実験をすると、60パーセントという確率でしか光

と同じ色にならなかったそうです。さらに実験をやり

、この学者は、サナギの嗅覚がサナギの色を決定する

事を見つけたのです。このサナギの色を決める因子は

、百年来の懸案の問題だったそうです。どうして今ま

で、わからなかったかが不思議なくらいでした。

僕も今まで考えていた答えが出たようでなにかとて



も物知りになったような気分でした。

この本には、この他いろいろな動物の特にホルモン

についての事が書いてありました。また、これら動物

の話と合わせて、人間社会に対する考え方もいくつか

書かれてありました。

その中に、

「人間が生命の姿を自由に変え得るまでには、まだ

まだ時間が要る。自分たちの社会の進歩、いや、自

らの心さえ満足にコントロールできないわたしたち

人間が、どうして 『生命』を自由にできよう。生命

の謎をとく難しさに比べれば、地上に平和をもたら

す事業は、数千倍易しい仕事なのにtそ れすらでき

ないのだから。J

と書かれた所がありました。

僕はこの文章を何度も何度もくり返し読みました。

現代社会へのこの作者からの訴えであり、また、自然

からの訴えのようで、僕の耳からはなれません。

現代人はあまりにも自然に対する考え方があまいよ

うです。空気がよごれているならば空気をきれいにし

ようと一人一人が,とヽ掛けるべきだと思います。

さもなくば大東京で生き残るのは機械に囲まれた金

持ちばかりで、われわれ大衆は死滅するだろう。作者

はこう言っています。また、僕もその通りだと思いま

す。空気のきれいな地域に住んでいる人も、空気がも

っときれいになるよう心掛けるべきだと思いました。

この自然が数億年という長い年月をかけてつくりあ

げられた芸術品ならば、僕たち人間がこの自然を勝手

に破壊し、自分のものにしてしまう権利はないはずだ

と思うのです。
一人一人の考え方はちがうと思うけれど人類にとっ

て大切なこの自然を守り、人類の宝にしていかなくて

はいけないと深く心に思いました。最後にこの大自然

というもののすばらしさ、貴さを教えてくれた作者に

深く感謝したい。「ありがとう。Jと … …… ……… …。

人間へのはるかな旅

1年C組 吉 野 真 美

1970年代の社会の、あらゆる場所に見られる諸問題

のすべての根本は、「秩序なき価値」という状態から起

こる、と言うカリズマ老人の考え方に、読後の第二印

象として、私は、大変、共感を覚えた。

「秩序なき価値」より起こる諸問題。これらのどれ

ひともを取ってみても、容易に解決できるものではな

い。この物語が、森本哲郎氏によってt書 かれてから

十年以上たっているが、今でも、それらめ問題のいず

れも解決したとは言えないようだ。

この物語の中で、作者は、カリズマ氏を通じて、現

代の複雑な状況を、分析している。

第 1に、現代人が物事に関して、考えを持たなくなっ

たことだ。つまり主体性がなくなったということであ

る。技術、または科学というt本 来なら 「物Jだ けに

通用するはずの観念が、「人間」までも支配しはじめた

のだ。そして考えなしに、科学を発展させ、その科学

的思考により、人間の思考を決めてしまい、考えを持

たぬ現代人という、しっぺ返しを、科学を発達させた

人間から、他ならぬ人間が、受けたのである。

第 2に は、情報過多をあげている6し かも、その情

報は、いわゆる計算過程を抜いた算数の答のようなも

のなのである。

そしてその他の色々な問題すべてがt価 値感情の喪

失という 「秩序なき価値」に、つながっているという

のだ。今の時代は、価値の世界を事実の世界に作り変

えてしまう、科学的思考が、人間の精神、悩みなどに

まで侵入して来、それを意味のない事としてかたずけ

てしまっている。そして、なすべき事をしないまま、

現在に至っている。ということは、まだ人間は事の重

大さを、自覚していないということだろうとさらに、

作者の主張する価値観の転換が、いまだになされてい

ないと言えるのである。

また、この中で、現代の 「秩序なき価値Jを 、大学

生の思考で、明らかにしている場面がある。探検部に

入っている大学生と作者が、社会の問題、主に 「生き

がい」について議論を闘わすのであるが、作者は、大

学生の考え方を、理解できないでいる。「ぼくらに何か

することがありますか。何から何まで、できあがっち

ゃってるじゃありませんか。」この主体性のない大学生

の言葉つまり考え方は、そのまま、カリズマ老人の言

う 「科学的思考に冒された人間の魂Jを 表していると

思う。しかし、私としては、「生きがいJのない人生と

いう、むなしい考え方に、賛成したくない。目標なし

で、生きることは、死んだも同然であると思う。

科学的思考が人間の思考に侵入し、そのもたらした

結果は、現代人にとってt残 酷だったようだ。そして

人間は、この残酷さにも気付かないで生活している。

また、この物語を通じて、私が強く感じたこと、それ

は 「科学は、万能ではないJと いう事実だった。

「…思えば…じつに、はるかな旅でしたも」作者は、

カリズマ老人に巡り会えた時、言っている。そして、

カリズマ老人から得た解答は、「知恵のハシゴを登れ」

ということであらた。物事、価値の意味を考えながら、

答えることのできない問いへの情熱 (人間の形而上学

的性質)を 持つ。それが 「知恵のハンゴを登るJこ と

なのだろうか。

カリズマ老人は言う。「知恵のハンゴを登れJ今 、私

はtこ の物語を私なりに理解したことにより、ハシゴ

を、一段登 ったような気分だ。



法隆寺 を支えた木

2年A組 中  嶋    勇

日本人は、木に対して非常に愛情を持っている。古

き良き時代、日本人は、木と共に生活してきた。日本

人と木の歴史を、二日で片づけることはできない。機

械文明の発達している現在でさえ、本は、金属やプラ

スチウクとは全く異なる、その独特の暖かいはだざわ

りが好まれ、根強い人気がある。

奈良の、代表的な寺、法隆寺。それを支えてきた千

三百年前のヒノキを中心に、なぜ、千三百年間も耐え

てこられたのか、法隆寺の修復工事で宮大工を修業し

た後、法輪寺二重塔の再建、薬師寺金堂の復興、薬師

寺西塔復興等の棟梁をつとめた、西岡常一さんと、千

葉大学工学部建築学科教授、小原二郎さんが、大工の

経験と、科学者の理論との、二つの方向から、謎を解

いて行く。

「木は伐られたとき第一の生を終えるが、建物に使

われたとき、もう一度、第二の生が始まる。J

という言葉が本文中に出てきた。第一の生は、千年

を越すものだが、第二の生も、それに負けず劣らず長

いものだ、とのことである。まず、金属材料とは異な

る、木材の持つ不思議さに驚いた。私の家は、相当ヘ

んぴな所にある。はっきり言って、田舎だ。家の周囲

は、木が茂っているもそうした環境に恵まれていても

こんなことは全く知らなかった。しかし、考えてみれ

ば、なるほど、東大寺大仏殿のヒノキの柱は、りっぱ

にあれだけの重量を支えている。死んでしまえば、で

きる訳がない。

では、なぜヒノキでなくてはならなかったのか。千

三百年たった法隆寺のヒノキの柱と、新しいヒノキと

どちらが強いか―一。私は新材だと思った。が、答え

ヤま
｀
同じ、だった。つまり、ヒノキは、伐られて二～

三百年の間に、強度が増し、二割くらい上昇し、それか

ら、ゆるやかに下降して行く。ちょうど、法隆寺の古

いヒノキと、新材が、同じ程度の強度にあるというこ

とである。ケヤキとヒノキを比べると、新材のときは、

ケヤキはヒノキの二倍の強さだが、伐られてから数百

年もたたないうちに、ヒノキより弱くなる。つまり、

ケヤキは、とノキのように千年間も耐えられない。も

し、法隆寺がケヤキで造られていれば……。とうてい

今の美しさはないであろう。

しかし、私は疑間を感じた。なぜ、建立当初 (千三

百年も前のことである)の 大工が、このことを知 って

いたのか。やはり、今と同じく、長年の経験とカンで

あろうか。

機械文明のたまものである金属材料。それを自由

に使っている現代人は、ともすれば、本の暖かみを忘

れがちである。これから技術者となるべく、努力し、

学ぶ私達も、木のやさしさや、暖かさを忘れているよ

うに思える。金属材料の良さも、木材の良さも、ひっ

くるめて、学んでいくべきだと思う。

自然が人間に与えてくれる、最高の建築材料は、木

であるbヒ ノキの耐久力は、鉄のそれよりも強いと言

われる。千数百年たって、強度を保 っているのは、木

造建築か、それとも鉄筋コンクリート建てのビルか。

もし、法隆寺建立当初、その横に、鉄筋コンクリート

のビルが建てられていたら、現在まで残るのは、やは

り、ヒノキの法隆寺だと、私は思う。

2年C組 中  村    岡 J

僕は 「さぶJを 読んで、我々の友情は本物であろう

か、本当に友情と言えるのであろうかという思いに駆

られた。それ程この物語は僕に友情の本質を教えてく

れた。

さぶはとんまでぐずでいつまでたっても糊仕込みし

かできないような少年であり、栄二は男前で器用で気

の強い少年であった。彼らは同い年で幼い頃から芳古

堂という経師屋に奉公していた。僕はさぶに好感をも

った。彼は自分には欠けている愚直なまでに友を思う

純真さをもっているからである。栄二は俗にいう万能

人だけに何か良からぬことが起こるのではないかとい

う不安を抱いた。やはり僕の不安は現実化してしまっ

た。栄二は無実の罪を着せられて 「人足寄場」に送ら

れたのだ。さぶは仕事の暇をみつけては栄二の行方を

捜し、大江戸八百八町から栄二の居場所すなわち石川

島をつきとめ、五日毎に栄二を訪ねて行 った。しかし

栄二は、「そんな者は知らねえ」「おらあこの世に知 っ

た者なんかいやしねえ栄ちゃんなんて名もおれの名め

えじゃあねえ、帰れ」と言って突っ張るばかりだった。

しかしさぶは栄二にそんなにまで言われても五日毎に

必ずやって来た。なぜそこまでしてやるのだろうか。

僕はさぶに無償の友情という理想的な友情を見た。二

人とも家庭的に恵まれないというハンデを背負っては

いるが、やはり二人を結び付けるのは、他人には理解

できない二人だけの友情であろうと思う。そのことが

明らかになったのは栄二が護岸修理中、生き埋めにさ

れた時であった。彼の脳裏には顔死の時、さぶの泣き

じゃくる顔が現れ、「さぶ助けてくれ」「もう勘弁して

くれ、おれが悪かった」と二度まで叫んだ。戦争中、

特攻隊員が敵艦に体当た りする間際、必ず頭に浮か

んできたのは母の顔だったそうである。人間というの

は、今にも死ぬであろうと自分で悟 った時、自から

さ



生前、一番苦労をかけ、愛を与えてくれた人の事を頭

に浮かべるものではなかろうか。そうすると栄二の場

合、それがさぶだったのた。それもそのはずであろう。

栄二は幼い頃、両親や兄弟と死に別かれ本当に孤独な

人間だった。たからさぶには兄弟以上の親しみを感じ

ていたに相違ないのだ。その伴は綿文の切れの事なん

かで切れはしなかった。しかし、友情は無償の純粋さだ

けで成り立つものではない。それぞれの人間的成長が

なければ自己満足に過ぎない。

間もなく人足寄場を出た栄二は、さぶと店を開き、

幼な友達で綿文の女中であったおすえと結婚 して、さ

もハッピーエンドに終わるかと思われた頃、僕の脳裏

にすっかり忘れていた綿文の金欄の事を蘇らせるこの

小説で最も感動的な場面が現れた。さぶが仕込んた糊

瓶の蓋の裏にさぶの字で 「おらがわるかった栄ちゃん

があの切のことで島送りになったのは、おらの罪だ、
一生かかっても、おらはこの罪のつぐないをしなけれ

ばならない。Jと書いてあったのた。まさか、さぶが?

僕は一瞬さぶを疑ったがすぐに否定 した。さぶは決し

てそんなことをするはずはないと。しかし栄二は否定

しなかった。彼はさぶが人足寄場に五国毎に訪ねて来

たのも罪の償いの気持ちからだったと思い込む。ああ、

危ない。彼らの友情が崩れていくように思われた。人

足寄場での栄二の人間的成長を喜んだたけに僕は新た

に真の友情の困難さを思い知らされた。しかしその時、

栄二のそばでその話を聞いていたおすえが急に泣き出

して自分の罪を告白した。それによって友情は危機を

脱 した。僕は嬉しかった。

さぶと栄二の友情は、今まで真の友をもったことが

ない僕に友情の本質を教えてくれた。人間の弱さに打

ち克ち、人間を鍛えるのは友情だと。僕も心底から話

し合え、心の支えとなる友をもちたいと思った。僕以

外にも大勢の人が内心ではそのように思っていること

だろう。その場合、僕はさぶか栄二か。さぶにあこが

れる僕にはさぶの愚直さ、純情さがない。そうかと言

って栄二のような万能人でもない。それゆえに僕は自

分自身を飾り立てず、誠実に友と接しなければならな

い。そうすると、いつかはさぶと栄二のように 「おめ

えはな、いつも気持ちを支えてくれる大事な友達なん

だ。Jと 言い合えるだろう。

老 人 と 海

2年E組 林   宏  一

この本を読む前は、 「老人と海」という題目から、

老人という小さく弱々しいもの、そして、海という広

大で荒々しいものという対照的なものを連想させられ

たが、読み終わってみると、それらはたくましく雄々

しいものという酷似したものとして描かれていたよう

に思う。そして、老人にとっての海は生涯の好敵手と

言えるのではないかと思う。

この作品は、キューバの老漁夫サンチャゴと、海と

いう広大でいかめしい自然との勇敢な死闘を描いた物

語である。老人サンチャゴはひとりで漁へ出かけて生

活を送っていたが、不漁の国がもう八十四日も続いて

いた。以前は、老人を慕っているマノーリンという少

年が一緒に漁へ出ていたが、今は別の舟に乗り込んで

いる。老人の四肢や顔などは既に老衰していた。僕は

彼の苦労や年齢を感じた。しかし、彼の目の色だけは

海のように青々とした色をたたえ、不屈な生気に満ち

ていた。それは、孤独に耐え、自分の生きがいにすべ

てを注ぎ貫くような、そういう強い信念に支えられて

いるような感じを僕は受けた。ある国の夜明け前、老

人は遠出をした。やがて、老人は大物を求めて漁にか

かった。老人は、少年に去られてひとりになってしま

ってから、よく大声で独り言を言うようになった。昼

頃、一匹のカジキマグロが餌に食らいついてきて、両

者の死闘が始まった。死闘の間にも老人は、 「あの子

がいてくれたらなあ」と大声で独り言を言う。やはり

少年のいない寂しさからであろう。この老人の弱々し

い一面を見たような気がした。老人は、辛抱強く死闘

を繰り広げる。老人は、音のことを思い出しながら、

カジキマグロや鳥に話しかける。途中、飢えや喝き、

睡魔に襲われ、また更に、カジキマグロとの格闘で負

傷までするが、老人は、それらの苦難に必死で耐え、

昼夜の区別なく闘う。カジキマグロが落ちついている

間、老人はまどろみ、ライオンの夢をみていた。突然

暴れだしたカジキマグロに老人は起こされ、再び死闘

が始まり、長期にわたる死闘もいよいよクライマック

スを迎える。疲労のため老人は衰弱し、何度も意識を

失いかけたが、 「しゃんとしろ」と自分自身に言い聞

かせ、残っている最後の力をしばりだし、ついに兄弟

分の横腹に鋳を突き立てた。両者の四日間にわたる長

い死闘も終わり、老人は勝ち得たものを小舟に縛りつ

け、港へ向かった。帰途、血の臭いをかぎつけた鮫に

幾度も襲われ、兄弟分の肉をもぎ取られた。老人は、

兄弟分にすまないと思い、遠出をしすぎたことを悔

む。しかし、死闘の果てに兄弟分を殺したことなどち

っとも後悔していないに違いないと僕は思う。後悔す

るどころか、海の男としての誇り、生きがいを感じた

に違いない。老人は、残骸と共に港へ戻り、疲労しき

った体で小屋に帰ったむ老人はベッドに横になり、ぐ

っすり眠った。目を覚ますと、何日振りにか少年と言

葉を交わした。それは、あのカジキマグロとの死闘の

こと、そして、これからのことであった。その日の昼

過ぎ、老人は再び眠りに落ち、ライオンの夢をみてい

た。

本を読み終わってみて、主人公の老漁夫から本当の

海の男の強さ、たくましさを教えられたような気がす

る。そして、一生においてあることを貫き通す信念の



ようなものを感じた。あることとは、好きなことであ

り、生きがいともいえる。僕も将来は、生きがいとな

る職につき、楽しく人生を過ごしたいが、現実は厳し

く、はかないものであろう。老人であることを感じさ

せない勇敢な海の男が、自分自身の理想像の要素をも

ち、また、僕にとって一種の英雄的な存在であるよう

にも思われて、とても印象に残っている。その後、老

人は、今度は少年と一緒に、広大な海原のどこかで、

死間を繰り広げるに違いない。

老人と海

3年E組 佃   和  吉

この本を読み終わった今、何故か不思議と私の日に

は、はっきりとこの老人サンチャゴの勇しく戦う姿と

大きな海、そして小さな舟が焼き付いている。

私は自然と人間との一体感が、このサンチャゴのよ

うな形で存在するとは思ったこともなかった。人間と

しての限界を尽くして自然と戦いながら、戦うことで

自然を愛 している。サンチャゴほど自然の神秘を体ご

と愛し、自然の厳 しさの中でこんなにもたくましく生

きている人間は、ほんとうに数少いのではなかろうか。

私にはサンチャゴが漁を生きて行くための手段と考え

ているようには思えない。大魚が彼の釣に引っかかっ

た時、彼は何よりもそれが強いがゆえに深く愛した。

身体の痛みも忘れ、しかし常に冷静で魚の進行方向を

長年の経験による勘によって知り、またその魚の海面

下深くでの行動をも見極めながら、大魚と自分がお互

いひとりぼっちであることを思った。

海の上では老人は確かに1人ぼっちであった。しか

し孤独ではなかった。彼には空が、雲が、広い海が、

生命の活力を与えてくれる太陽があった。そして愛を

感じさせる大魚がいた。その大魚を仕留めるという感

じを彼はいっさい与えない。確かに長い死闘ではあっ

たが、それはまるで自然の中に心身とも乗り入れ、大

魚を自分のまだ見たことのない神秘的な友と考え戦っ

ているという感じであった。自分に語りかけt常 に自

分を励ましながら、かつて、その老いた手に感じたこ

とのない強い力に挑んでいった。その時の彼の日は今

までにない輝きを見せたであろう。荒々 しさの中にも
調和のとれた自然の中に生きるものにしかみ

―
られない

輝きである。「この魚たきっと勝ちでみせる。この魚
に向かっていけるのは自分だけだ七Jとt う`自信と誇り

の炎が目に、いや体じゅうに様っているのが見えるょ

何があろうと何日かかろうと(自 然の強さと威厳を

持って人間に服従しないこの魚を必ず与|き―上げるとt｀

うことが、その魚に対する唯上の自分の心を示すもの

であり、愛だと彼は考えた。それ故に彼は最後まであ

きらめず、大魚を捕えることに命を燃やし、戦いに勝

つことができたのである。彼はその大魚の雄姿に栄誉

を捧げたであろう。そんな姿が、私の目に映っている。

今t彼 は傷だらけの手をにぎりしめその魚をそっと見

ている。

彼等、老人と大魚は戦いの帰りに、その大魚の匂い

を嗅ぎ分けてやってきた鮫に襲撃されてしまった。自

分の食料という考えなどを蟻の涙ほども持たず、ただ

自分と戦ったすばらしい友としてその大魚を守ろうと

して死にもの狂いで鮫に向かって行ったのだった。だ

が、その甲斐もなく無残にもその大魚の肉という肉を

すべて食いちぎられてしまったとこれほど辛く悲しい

ことはなかったであろう。けれども彼は大魚が自由に

泳ぎまわって共に鮫と戦う光景を空想し、その悲しみ

に耐えた。かけがえのない友が死んで、生前の楽しい

暑督号:暑子雪を,1愈忌暮指書を柔名Fをあ農花含 ●
癒すかのように深く深く眠った。私は彼をそのままそ

っとしておいてやりたい。そしてじっと見守っていて

やりたい。おそらく彼は、これらの出来事を夢の中で

再び経験 しているだろう。彼の脳裏からこれらが消え

去っていくことはないにちがいない。また、浜からそ

の老人と大魚の雄姿は消えうせないであろう。荒れ狂

った海が静まり返ったような老人の姿が私の目から離

れようとしない。

馬 鹿 一

4年E組 村 上   隆

東暑曾享暑督暑:最暑骨母景岳暑官曇告誉骨8骨営号 ●
た。

私がまず惹かれたのは文題の 『馬鹿』という言葉で

ある。確かに 『馬鹿』というのはほめ言葉ではない。

辞書にょるとく①愚かな事、またその人。②つまらな

い事も③度を越える事。④効き目がなくなる事、とあ

る。どれを取ってもほめた意味ではない。しかし 『お

バカされ』という言葉があるとこれとて立派な人間を

指す言葉ではないが、少なくともけなし言葉ではない。
一般に 『お目的たい人』という意味がある。そしてそ

の裏に人間らしぃ 『優しさ』が感じられるのである。

そうすると―この 『馬鹿』の意味を全部足し合わせる

とtう まらない事を意味もないのにひたすらに行なう

愚かなる善人、となる。この話の二人公、馬鹿一こと

下山一 (しもやま ・はじむ)は まさしくその通りの人

間であった。



彼は現状の苦労に悩まない男であった。常に自分が

将来世界一の人間になる事を信 じて詩や画を描き続け

た。そして道端の草や石を愛し、自然を愛し、運命を

も愛した。そんな彼を友人たちは馬鹿一と呼お拘け亀

たがそれは軽蔑の意でありながら同時に愛称でもあっ

た。それ程彼は憎めない相手なのだ。

そして彼は世界一の仕合わせ者であった。彼の心に

は人の悪意を感じ取る能力が無かった。それ故、彼の

まわりは美しいものでいっぱいだった。彼の眼に映る

雑草は、大自然の生命の象徴であり、石は物質あ頑固

なる存在の象徴であった。そしてこの上ない美であっ

た。彼の悪友たちが彼をからかうためにそれらをお土

産だと偽って持ってきた時でも、彼は大喜びしてそれ

を受け取った。悪友たちは彼を笑ったが、彼が石や草

から大自然の美を見い出す時、彼の姿は数段立派に見

えるのである。そこに、並の馬鹿でない馬鹿一の恐さ

めいたものがある。

彼の馬鹿は鉄の信念に立脚するものであった。自分

が自然から愛されているという信念、自然の美しさに

対する信念、自分の詩や画の才能に対する信念、そし

て将来の成功に対する絶対的な信念である。彼の信 じ

るところが現実のもの、もしくは現実のものとなる保

証はどこにも無い。だが誰が彼を笑えるだろう。彼の

信 じるところが現実のものになり得ないという保証と

てどこにも無いではないか。そのどちらとも知り難い

現実の間に狭まって苦悩するのが凡人であり、自らの

信 じるところに従って一心不乱に行動するのが馬鹿と

天才なのである。

結局彼は馬鹿だったのか、それとも天才だったの力、

今の私にはそんな事はもうどうでも良いことなのであ

る。後に 『仕合わせな男』の中で、馬鹿一は大器晩成

型の画家として認められてくるのであるが、別の見方

として 『どっちが笑う』のように、将来の幸福を信 じ

ながら貧乏のどん底で死んでしまう男と馬鹿一とを重

ねて見るのも面白い。前者は天才型の人間、後者は単

なる馬鹿な男として描かれたわけであるが、どちらに

も共通して言えることは、彼らが本当に自分の人生を

送り得たということである。

後の世に成功者として名を成せば天才、芽が出ぬま

まに終われば馬鹿、天才と馬鹿の違いとはその程度の

ことであろう。重要なのは、彼らが自分の道を信じて

疑わなかったという事実である。疑間の余地の無い所

に葛藤は生じない。しかるに彼らは、苦悩することも

煩閣することも無く仕合わせに生き得たのであった。

このことを考えると、私は自分の人生を振り返らず

にはいられない。私は自分を馬鹿だとは思っていない。

しかし、物事に執着するでもなく、取り瓶とて無い私

の人生は、取り越 しき労やあせり、そして後悔するこ

との繰り返しであったように思われ、あるいは馬鹿一

以上の救い難い馬鹿であるようにも思われるのである。

あるいは、世の賢い人間というのは皆、ある意味で

は馬鹿なのかもしれない。賢人たちは自身を馬鹿だと

は思わないであろう。だから他人の馬鹿さ加減ばかり

が眼に映る。馬鹿一は自身の馬鹿を認めながらも、ま

わりの人々がそれ以上の馬鹿に見えると言った。この

時点において馬鹿一の考えは、自分を無知としながら

気づいていない無知な人々」と言ったツクラテスの考

えとオーバーラップしている。確かにいまだに私たち

の知り得ないことがらが数多く存在しているのは事実

であり、私たちはそれらを様々な仮定や推lRlでごまか

しているに過ぎない。例えば、私たちは何故生まれた

か、人は何故死ぬのか、死ねば人はどうなるのか等、

根本的には何もわかってはいない。それは神秘のベー

ルに包まれた神の領域なのである。例え人の肉体的な

死について科学的考察を示しても、死に対する盲目的

な恐怖は変わらないだろう。私たちが精神的にも安ら

かな死を信じることは、馬鹿一が自分が自然から愛さ

れていることを信 じるのと変わらないのである。

あるいは、人が自分と異なる考えの人間を馬鹿と呼

ぶのは、自分が馬鹿でないことを信じたいが故ではな

いだろうか。

だとすれば、自分が馬鹿であると悟りつつも、自分を

愛 し、自然を愛し、運命を愛した馬鹿Tこ そ本当の意

味での賢人なのかもしれない。

翻

榊
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国の丸は見ていた    桜 本富雄  マ ルジュ出版

いくさ世 (ゆう)を 生きて 真 尾悦子   筑 摩書房
マリコ         柳 田邦男     新 潮社

悪魔の飽食 正 ・続   森 村誠一     光 文社

三  光   (カ ッパブックス)中 国帰還者連絡会編

発后笛呂央言ケ  縁容多畳子t曇:] 修 藩謙登 ●
ランドセルをしよったじぞうさん

古世古和子、北島新平   新 日本出板

絵本はだしのゲン   中 沢啓治作 ・絵   汐 文社

太陽の子   灰 谷健次郎 ・田畑精一絵   理 論社

〔編集後記〕

前号からtこ の14号が出る期間は、学校生活にとっ

て一番油ののった灯火親しむの候であり、又、学校行

事の活発な時期でもあります。

図書室でも上記の様に、読書週間を利用して、一人

でも多くの学生諸君が図書室に足を運び、知的な好寄

心を満し、これからの長い人生を豊かで、楽しいもの

であるようにと念願しています。

●

原子爆弾 広 島長崎の写真と記録 仁 科記念財団

光風社書店

写真集原爆をみつめる 1945年広島 ・長崎

飯島宗一、相原秀次編  岩 波書店

核戦争の危機を訴

える文学者の声明

豊田利幸

土門 挙     筑 地書店

丸木位里 ・俊  角 川書店

(東海科学選書)Iゃアシモフ

東海大学出版会

坂田昌一編    雄 薄社


